
天田財団の刊行物

　この号に掲載している「北陸産学交流会」は、昨年の

「九州産学交流会」に続き2回目の産学交流会となりま

す。色々な方々からアイデアを頂戴しながら、企画や準備

を走りながら進め、多くの方のご協力のお陰で無事盛会

に漕ぎ着けたとの思いを強くしました。

　まず「学」の代表として、来賓挨拶を金沢大学の山崎

光悦学長にお願いしたところ「講演もやっても良い」との

ご返事。工学分野専門の学長ということもあり、当初か

ら期待はしていましたが、まさかご当人からそのように仰

せになるとは思わず、びっくりしました。さらに山崎学長か

ら「研究テーマのポスター展をやったらどうか」というアイ

ディアも頂戴しました。

　これに対しては、北陸地域の産学交流会であるので、

富山大学と福井大学にポスター展についてお声掛けする

と、両大学ともすぐに快諾され、短期間に研究テーマポ

スターを作成頂きました。お蔭様で記事でも紹介している

ように、講演会場や懇親会場に18枚のポスターを展示

でき、好評を博したと思っております。

　また、九州産学交流会の時と同様、「優秀板金製品

技能フェア」で厚生労働大臣賞や経済産業大臣賞を受

賞した作品や、北陸地域で日刊工業新聞社賞を受賞し

た作品なども展示することができました。来賓として日刊

工業新聞社の井水治博社長にご出席いただいたので、

「日刊工業新聞社賞」を展示できたのは喜ばしい出来事

でした。

　「産」の代表は、YKK㈱・大谷渡取締副社長にお願

いしました。北陸産学交流会の企画段階のおり、（一社）

富山県機電工業会との打ち合わせ中、「当会の会長が

大谷副社長のため、出席を依頼することができる」とのこ

とで、これもとんとん拍子に事が進みました。

　次回は東海地域の産学交流会を考えております。関係

者の皆様、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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07	 平成29年度、天田財団の行事予定

08	 研究室訪問1
	 鳥取大学大学院工学研究科	教授	陳中春	氏

10	 研究室訪問2
	 兵庫県立大学大学院工学研究科	助教	吉木啓介	氏

今回の表紙
❶岡本満夫代表理事理事長（右から2人目）と、平成28年度「重点研究開発助成（A：グループ研究）」
に採択された古島剛東京大学准教授（右）の研究グループ。研究分担者は、清水徹英首都大学東京
大学院助教（左）と吉原正一郎山梨大学大学院准教授（左から2人目）の2名／❷天田財団理事の
渡部武弘千葉大学名誉教授／❸平成28年度助成式典で行われた講演会

❷

❸
❶



祝辞を述べる天田財団理事の木内学東京大学名誉教授
岡本満夫代表理事理事長（右）から、山梨大学大学院総合研究部の吉原正一
郎准教授（左）へ目録が贈呈される 首都大学東京大学院システムデザイン研究科の楊明教授による特別講演 FORUM246の「丹沢の間」で催された懇親会

前年を上回る、91件・1億9,501万円を助成
　公益財団法人天田財団は昨年11月26日、平成28年
度前期の助成対象者に目録を贈呈する「平成28年度 天
田財団助成式典」をFORUM246（神奈川県伊勢原市）
で開催した。今回の助成件数は91件で、助成総額は1
億9 ,501万円となり、件数・金額ともに前年を上回った。
　天田財団はアマダグループの創業者である天田勇氏の個
人資産を基金に1987年に設立され、これまでの累計助成件
数は1,459件、累計助成金額は21億7,456万円となる。
　平成28年度も前年に引き続き、天田財団創立30周年記
念事業の一環として、「重点研究開発助成」の中に2つの
特別枠（A：グループ研究、B：課題研究）が設けられた。
　グループで取り組む、助成金額が最大2,000万円の「A:
グループ研究」には、東京大学生産技術研究所の古島剛
准教授を代表とするグループが選ばれた。天田財団が掲
げた10の課題からテーマを選んで取り組む、助成金額が
最大1,000万円の「B:課題研究」は、「塑性加工部門」と
「レーザプロセッシング部門」から採択された。「塑性加工
部門」からは大阪大学接合科学研究所の近藤勝義教授
と、金沢大学理工研究域機械工学系の米山猛教授の2名
が選ばれた。「レーザプロセッシング部門」からは、九州大
学病院顔面口腔外科の住田知樹講師、鳥取大学大学院
工学研究科・機械宇宙工学専攻の陳中春教授、慶應義

塾大学理工学部の寺川光洋准教授、兵庫県立大学工学
研究科の吉木啓介助教の4名が選ばれた。

日本のモノづくりに貢献する助成事業
　天田財団の岡本満夫代表理事理事長（㈱アマダホール
ディングス代表取締役会長兼CEO）は助成目録贈呈に先
立ち「今回は応募件数、助成件数ともに過去最多で、塑性
加工やレーザ加工など幅広い分野から応募がありました。
公益法人の使命は、より多くの人々の利益に資する活動を
行うことです。我が国が持続的な発展を実現し、これから
も世界で主導的な役割を果たすためには科学技術のイノ
ベーションによる課題解決が急務であると感じています。当
財団が担う公益事業とは、金属等の加工に関する優れた
研究活動や国際交流に助成し、その助成研究成果を産業
界へ普及促進することになります」と述べた。
　また、来賓として出席された経済産業省製造産業局素
形材産業室の蘆

あし

田
だ

和也室長は「英国のEU離脱や、第
4次産業革命という大きな変化があるなど、我が国の製造
業を取り巻く状況には不透明感が強まっています。今後は
個々の力だけではなく、産学官が互いに連携し合い、様 な々
“チームジャパン”が結成されていくことでしょう。モノづくり
関係者のみなさまには、天田財団の助成を活用して研究を
進めていただき、そこで生まれた成果が産業界で活用され

「平成28年度助成式典」を開催 ることを期待しています」と祝辞を述べた。
　同じく来賓のアマダホールディングスの磯部任社長は
「アマダグループの軌跡は、創業 70周年記念誌のタイトル
でもある『変革』と『挑戦』という言葉そのものです。分野は
違えど、変革と挑戦を続け、先端技術や新しい理論などを
研究されているみなさまに敬意を表します」と祝辞を述べた。
　天田財団の中村保理事（静岡大学特任教授）は総評
で「今回は、重点研究開発助成の『A:グループ研究』に6
件、『B：課題研究』に22件、一般研究助成に123件の応
募がありました。研究テーマとしては、医療分野に関する応
募が増えており、ステント用のパイプをダイレスで加工する研
究を行うといった興味深い研究も見られるようになってきまし
た。重点研究開発助成は来年も実施します」と述べた。

サーボプレスやフェムト秒レーザに関する
特別講演会
　助成目録の贈呈式終了後には特別講演会が開催され
た。講演者はこれまでの助成事業で採択された研究者か
ら選ばれた。
　平成25年度重点研究開発助成に選ばれた、首都大学
東京大学院システムデザイン研究科の楊明教授は「サー
ボプレス成形におけるメカニズムの解明とプロセス設計に関
する研究」と題した講演を行った。
　講演では「サーボプレスが開発されてから15年以上経ち
ます。しかし現状では、サーボ機能を塑性加工技術に活か
すための系統的な技術開発は行われていません。この分
野で、我が国の優位性を確保するためには、一研究室の

個別研究ではなく、共通目的を持った系統的な研究が欠か
せません。本研究では、可変速度による板材の摺動摩擦
試験、薄板材の成形性におよぼすモーション制御の効果、
およびパルスモーション適用板鍛造での材料変形特性評価
を行いました」（楊教授）と研究成果について講演した。
　平成25年度一般研究開発助成に選ばれた、立命館大
学理工学部電気電子工学科の渡邉歴教授は「金属・複
合材料と透明材料との気密性レーザー接合」と題した講演
を行った。
　講演では「近年は様 な々産業分野でフェムト秒レーザによ
る加工が注目を集めています。フェムト秒レーザ加工は、非
接触かつ微細な加工が可能である、といった特徴を持ちま
す。本研究では、ギャップのある金属・複合材料とガラス材
料間の接合を可能にすることを目的としたうえで、超短光パ
ルスレーザ接合のための加工因子の抽出を行い、レーザ接
合を実施しました。また、レーザパルスの繰り返し周波数や
ビーム形状整形により、構造変化の制御やレーザ接合を試
みました」（渡邉教授）と話した。
　助成式典が終了した後は、希望者を対象にアマダ・ソ
リューションセンターの視察が行われたあと、FORUM246
の「丹沢の間」で参加者による懇親会が催された。開会に
先立ち天田財団理事の木内学東京大学名誉教授は、助
成研究採択者たちへの祝辞と日本のモノづくりの展望を簡
単に述べ、乾杯の発声は天田財団理事の渡部武弘千葉
大学名誉教授が行った。懇親会は和やかな雰囲気のなか
進み、各テーブルでは研究者たちによる意見交換が活発に
行われた。

32



祝辞を述べる天田財団理事の木内学東京大学名誉教授
岡本満夫代表理事理事長（右）から、山梨大学大学院総合研究部の吉原正一
郎准教授（左）へ目録が贈呈される 首都大学東京大学院システムデザイン研究科の楊明教授による特別講演 FORUM246の「丹沢の間」で催された懇親会

前年を上回る、91件・1億9,501万円を助成
　公益財団法人天田財団は昨年11月26日、平成28年
度前期の助成対象者に目録を贈呈する「平成28年度 天
田財団助成式典」をFORUM246（神奈川県伊勢原市）
で開催した。今回の助成件数は91件で、助成総額は1
億9 ,501万円となり、件数・金額ともに前年を上回った。
　天田財団はアマダグループの創業者である天田勇氏の個
人資産を基金に1987年に設立され、これまでの累計助成件
数は1,459件、累計助成金額は21億7,456万円となる。
　平成28年度も前年に引き続き、天田財団創立30周年記
念事業の一環として、「重点研究開発助成」の中に2つの
特別枠（A：グループ研究、B：課題研究）が設けられた。
　グループで取り組む、助成金額が最大2,000万円の「A:
グループ研究」には、東京大学生産技術研究所の古島剛
准教授を代表とするグループが選ばれた。天田財団が掲
げた10の課題からテーマを選んで取り組む、助成金額が
最大1,000万円の「B:課題研究」は、「塑性加工部門」と
「レーザプロセッシング部門」から採択された。「塑性加工
部門」からは大阪大学接合科学研究所の近藤勝義教授
と、金沢大学理工研究域機械工学系の米山猛教授の2名
が選ばれた。「レーザプロセッシング部門」からは、九州大
学病院顔面口腔外科の住田知樹講師、鳥取大学大学院
工学研究科・機械宇宙工学専攻の陳中春教授、慶應義

塾大学理工学部の寺川光洋准教授、兵庫県立大学工学
研究科の吉木啓介助教の4名が選ばれた。

日本のモノづくりに貢献する助成事業
　天田財団の岡本満夫代表理事理事長（㈱アマダホール
ディングス代表取締役会長兼CEO）は助成目録贈呈に先
立ち「今回は応募件数、助成件数ともに過去最多で、塑性
加工やレーザ加工など幅広い分野から応募がありました。
公益法人の使命は、より多くの人々の利益に資する活動を
行うことです。我が国が持続的な発展を実現し、これから
も世界で主導的な役割を果たすためには科学技術のイノ
ベーションによる課題解決が急務であると感じています。当
財団が担う公益事業とは、金属等の加工に関する優れた
研究活動や国際交流に助成し、その助成研究成果を産業
界へ普及促進することになります」と述べた。
　また、来賓として出席された経済産業省製造産業局素
形材産業室の蘆

あし

田
だ

和也室長は「英国のEU離脱や、第
4次産業革命という大きな変化があるなど、我が国の製造
業を取り巻く状況には不透明感が強まっています。今後は
個々の力だけではなく、産学官が互いに連携し合い、様 な々
“チームジャパン”が結成されていくことでしょう。モノづくり
関係者のみなさまには、天田財団の助成を活用して研究を
進めていただき、そこで生まれた成果が産業界で活用され

「平成28年度助成式典」を開催 ることを期待しています」と祝辞を述べた。
　同じく来賓のアマダホールディングスの磯部任社長は
「アマダグループの軌跡は、創業 70周年記念誌のタイトル
でもある『変革』と『挑戦』という言葉そのものです。分野は
違えど、変革と挑戦を続け、先端技術や新しい理論などを
研究されているみなさまに敬意を表します」と祝辞を述べた。
　天田財団の中村保理事（静岡大学特任教授）は総評
で「今回は、重点研究開発助成の『A:グループ研究』に6
件、『B：課題研究』に22件、一般研究助成に123件の応
募がありました。研究テーマとしては、医療分野に関する応
募が増えており、ステント用のパイプをダイレスで加工する研
究を行うといった興味深い研究も見られるようになってきまし
た。重点研究開発助成は来年も実施します」と述べた。

サーボプレスやフェムト秒レーザに関する
特別講演会
　助成目録の贈呈式終了後には特別講演会が開催され
た。講演者はこれまでの助成事業で採択された研究者か
ら選ばれた。
　平成25年度重点研究開発助成に選ばれた、首都大学
東京大学院システムデザイン研究科の楊明教授は「サー
ボプレス成形におけるメカニズムの解明とプロセス設計に関
する研究」と題した講演を行った。
　講演では「サーボプレスが開発されてから15年以上経ち
ます。しかし現状では、サーボ機能を塑性加工技術に活か
すための系統的な技術開発は行われていません。この分
野で、我が国の優位性を確保するためには、一研究室の

個別研究ではなく、共通目的を持った系統的な研究が欠か
せません。本研究では、可変速度による板材の摺動摩擦
試験、薄板材の成形性におよぼすモーション制御の効果、
およびパルスモーション適用板鍛造での材料変形特性評価
を行いました」（楊教授）と研究成果について講演した。
　平成25年度一般研究開発助成に選ばれた、立命館大
学理工学部電気電子工学科の渡邉歴教授は「金属・複
合材料と透明材料との気密性レーザー接合」と題した講演
を行った。
　講演では「近年は様 な々産業分野でフェムト秒レーザによ
る加工が注目を集めています。フェムト秒レーザ加工は、非
接触かつ微細な加工が可能である、といった特徴を持ちま
す。本研究では、ギャップのある金属・複合材料とガラス材
料間の接合を可能にすることを目的としたうえで、超短光パ
ルスレーザ接合のための加工因子の抽出を行い、レーザ接
合を実施しました。また、レーザパルスの繰り返し周波数や
ビーム形状整形により、構造変化の制御やレーザ接合を試
みました」（渡邉教授）と話した。
　助成式典が終了した後は、希望者を対象にアマダ・ソ
リューションセンターの視察が行われたあと、FORUM246
の「丹沢の間」で参加者による懇親会が催された。開会に
先立ち天田財団理事の木内学東京大学名誉教授は、助
成研究採択者たちへの祝辞と日本のモノづくりの展望を簡
単に述べ、乾杯の発声は天田財団理事の渡部武弘千葉
大学名誉教授が行った。懇親会は和やかな雰囲気のなか
進み、各テーブルでは研究者たちによる意見交換が活発に
行われた。
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研究成果の普及啓発の一環
　2月18日、石川県金沢市内のANAクラウンプラザホテル
金沢で「平成28年度 公益財団法人天田財団 北陸産学
交流会」が開催された。参加者は石川県・富山県・福井
県の大学、公設研究機関の教授・准教授・研究者、大手
企業の研究者、人事担当者、石川県・福井県シートメタル
工業会や富山県機械板金工業会の会員企業の経営者な
ど計108名となった。
　1987年に設立した天田財団は、今年で30周年を迎える。
主要事業である「金属等の塑性を利用した加工（塑性加
工）及び高密度エネルギー下での諸特性を利用した加工
（レーザプロセッシング）に係る研究分野」に対する助成事
業は、これまでの累計助成件数が1,459件、累計助成金
額が計21億7,456万円となっている。

北陸3大学の研究室のポスター展を併設
　今回の「北陸産学交流会」は、2016年7月に開催され
た「九州産学交流会」に続き、2回目の産学交流会となる。
前回と同様、研究成果講演会と懇親会の2部構成で開催
された。また、産学連携をいっそう促進する試みとして、協
賛した金沢大学・富山大学・福井大学の工学系研究室の
研究内容を紹介する「ポスター展」も併催。講演会場や懇
親会場では研究概要を紹介するポスターを見学する参加

「北陸産学交流会」を開催
北陸のモノづくり基盤構築に貢献する

者の姿が数多く見られ、大学の研究室がより身近に感じら
れたようだった。
　主催者である天田財団の岡本満夫代表理事理事長
（㈱アマダホールディングス代表取締役会長兼CEO）は
「天田財団は今年、財団設立30周年を迎えます。設立当
初は金属等の塑性加工に必要な機械に関する基礎的・応
用的な技術ならびにその関連技術の研究に係る助成を通
じて、塑性加工機械に関する技術の向上を図り、我が国
の産業及び経済の健全な発展に寄与することを目的として
運営してきました。これからも天田財団は積極的な助成活
動を継続していきます」と挨拶した。

モノづくり基盤構築には「産官学金」の連携が重要
　来賓のYKK㈱の大谷渡取締役副社長は「これからは、
特徴と強みを備えた企業が相互連携していく必要がありま
す。富山県では、2014年に開催した『とやま産学官金交
流会2014』に、私が会長を務める一般社団法人富山県機
電工業会も参加するなど、『産学官金』が連携して富山県
のモノづくり基盤強化に取り組んできました。天田財団の産
学交流会も継続的な活動として行っていただければ、北陸
地域のモノづくり基盤強化にも役立つのではないかと思いま
す」と祝辞を述べた。
　金沢大学の山崎光悦学長は「日本の製造業の競争力

閉催の挨拶をした岡本満夫代表理事理事長石川県金沢市で天田財団が開催した北陸産学交流会

記念講演を行った金沢大学の山崎光悦学長来賓の挨拶をしたYKK㈱の大谷渡取締役副社長

は、世界的に見ても大変厳しい状況にあります。日本が持
続的な発展をするためには、企業と大学はもとより官や金
（金融機関）も一体となったグローバル・イノベーションを推
進し、新たな価値を創造していかなければなりません。その
ためにも天田財団にはこうした取り組みをこれからも継続し
て行っていただきたい」と祝辞を述べた。

産学連携の取り組みと課題
　金沢大学の山崎学長が「モノ造りの未来と産学連携」と
題した記念講演を行った。講演内容としては、日本の産業
構造を支える製造業の現状や、国際競争力などをみても厳
しい現状に言及したうえで、ドイツが進めるIndustrie 4.0
の話題を中心に世界の製造業の動向を紹介した。また、北

陸地域の産業の特色を紹介し、イノベーション創出に向け
た産学連携の必要性を強調、最後に金沢大学で取り組ま
れている産学連携の現状と社会実装に向けた取り組みを
紹介した。
　記念講演後に行われた招待講演では、金沢大学理工研
究域機械工学系の古本達明教授が「レーザによる各種ウ
エハの熱応力割断」、富山大学大学院理工学研究部（工
学）の会田哲夫准教授が「ねじり加工したAZ61マグネシウ
ム合金円管材の室温成形加工性」、福井大学大学院工学
研究科の大津雅亮教授が「テーラードブランク材のV曲げ
加工の高精度化」をテーマに講演を行った。
　産学連携紹介では、金沢大学産学官連携推進本部副
本部長の目片強司准教授、富山大学産学連携推進セン

❶協賛大学の工学系研究室の研究内容を紹介したポスター展／❷❸ポスター展で展示された金沢大学に所
属する教授や研究室の研究内容
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❸
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ター長の高辻則夫大学院教授、福井大学産学官連携本
部長の米沢晋教授が、それぞれの大学における産学連携
の取り組みと課題について講演を行った。講演では、北陸
地域の基幹大学で取り組んでいる「産学官金」の連携によ
るモノづくり基盤構築に向けた取り組みが紹介され、「北陸
産学交流会」の開催趣旨を参加者全員で再認識した。

地元の銘酒、郷土料理、出し物で和む懇親会
　産学交流会を終えたあとは、会場を移し、参加者による
懇親会が開催された。開会に先立ち、今回の交流会の
協賛団体である富山県機械板金工業会の八田正人会長
（㈱三和製作所社長）と、石川県・福井県シートメタル工
業会の生駒寛会長（㈱イコマ・メカニカル社長）が紹介さ
れ、来賓代表として日刊工業新聞社の井水治博社長が挨
拶した。そして、天田財団理事の木内学東京大学名誉
教授が「社会革命では“破壊と創造”がキャッチフレーズに
なっていますが、技術の世界では“破壊”ではなく創造に向
けた“深堀”が重要です」と挨拶、乾杯の発声をし、懇親会
が始まった。
　会場内では協賛大学のポスター展をはじめ、前年度の
「優秀板金製品技能フェア」で厚生労働大臣賞、経済産
業大臣賞を受賞した製品や、これまで北陸地域で各賞を

受賞した製品などが展示された。金沢を代表する茶屋文
化を象徴する日本舞踊や、琴演奏家による琴演奏なども行
われ宴を盛り上げた。また、北陸を代表する銘酒コーナー、
北陸の郷土料理コーナーなども特設され、宴は和やかに進
んだ。
　中締めに登壇した天田財団の佐藤雅志専務理事は「研
究助成活動を通じて、これからも努力する所存です。本日
の交流会を通して、大学と産業界が連携するきっかけとな
れば幸いです」と挨拶し、北陸産学交流会は閉幕した。

「優秀板金製品技能フェア」の概要がスクリーンで紹介された

「優秀板金製品技能フェア」で厚生労働大臣賞や経済産業大臣賞を受賞した
製品などが展示された

懇親会では情報交換や交流を深める様子が多くみられた

招待講演を行う福井大学大学院工学研究科の大津雅亮教授

平成29年度、
天田財団の行事予定

　公益財団法人天田財団は、研究助成や研究開発の支援、
業界振興への寄与を目的に、平成29年度についても各種
行事を企画・開催する。主だった行事としては、4月の「レー
ザー EXPO」への出展、6月の「レーザ加工学会・天田財団
共催講演会（案）」と「第15回 公益財団法人天田財団 助
成研究成果発表会」、11月の「天田財団創立30周年記念
式典（案）」などがある。このほか、詳細は決定していないが、
2018年2月には第3回となる「産学交流会」の開催を計画
している。現在決定している各行事の概要を紹介する。

「レーザー EXPO」への参加
　天田財団は4月19日㈬～ 4月21日㈮、パシフィコ横浜で開
催されるレーザ技術展示会「レーザー EXPO」に出展する。
レーザー EXPOは光技術の総合展示会「OPIE’17」を構
成する展示会のひとつで、主催は一般社団法人レーザー学
会。天田財団は2017年度よりレーザー学会の賛助会員と
なっている。

行事 レーザー EXPO

目的 レーザー学会との交流促進

日時 2017年4月19日㈬〜 4月21日㈮

会場 パシフィコ横浜

主催 一般社団法人レーザー学会

内容  助成研究成果の普及啓発先（企業）の開拓。6月

に実施する「第1回レーザ助成研究成果発表会」

の告知。重点研究助成の研究課題の調査。

「レーザ加工学会・天田財団共催講演会（案）」
を共催
　天田財団は6月2日㈮、レーザ加工学会と共催で、レーザ
加工関係者の連携強化や業界振興を目的とした「レーザ加
工学会・天田財団共催講演会（案）」をFORUM246（神奈
川県伊勢原市）で開催する。

行事 レーザ加工学会・天田財団共催講演会（案）

目的  レーザ加工に係る研究者、技術者の情報交換・

交流の場の提供

日時 2017年6月2日㈮

会場 FORUM246

共催 一般社団法人レーザ加工学会

 公益財団法人天田財団

内容  レーザ加工学会の理事会及び総会の開催。レー

ザ加工学会と天田財団共催による講演会や懇親

会の開催。「第1回レーザ助成研究成果発表会」

の実施など。

「第15回 公益財団法人天田財団 助成研究成
果発表会」を開催
　天田財団は6月8日㈭、「第15回 公益財団法人天田財団 
助成研究成果発表会」をじゅうろくプラザ（岐阜県岐阜市）で
開催する。発表会は講演会と懇親会の2部構成。

行事  第15回 公益財団法人天田財団   

助成研究成果発表会

目的  研究助成・研究開発の支援と、研究内容を発表

する場の提供

日時 2017年6月8日㈭

会場 じゅうろくプラザ（岐阜市文化産業交流センター）

内容  大学教授・研究者による特別講演や成果発表。

大学教授・研究者などのパネリスト・コーディネー

ターによるパネルディスカッション。

「天田財団創立30周年記念式典（案）」を開催
　天田財団は11月25日㈯、「天田財団創立30周年記念式
典（案）」をFORUM246で開催する。

行事 天田財団創立30周年記念式典（案）

目的 科学技術の振興および産業界の発展に貢献

日時 2017年11月25日㈯

会場 FORUM246

内容  平成29年度助成式典（平成29年度総評、助成

金目録贈呈、重点研究開発助成成果発表）。木内

学東京大学名誉教授による記念講演など。
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ター長の高辻則夫大学院教授、福井大学産学官連携本
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招待講演を行う福井大学大学院工学研究科の大津雅亮教授

平成29年度、
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目的 科学技術の振興および産業界の発展に貢献
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会場 FORUM246

内容  平成29年度助成式典（平成29年度総評、助成
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76



研 究 室 訪 問 1

陳中春教授

金属3Ｄプリンターによって作製したマルエージング鋼試験片陳教授が活用している金属3Dプリンター

文部省の国費外国人留学生として来日
　陳中春教授は、1993年に文部省（当時）の国費留学生
として東北大学大学院工学研究科材料加工学を専攻。
1995年に同大学工学部材料加工学科助手、1997年に
同大学で博士（工学）学位を取得したあとは、山形大学
工学部機械システム工学科助手となった。2001年に文部
省在外研究員として米国で学び、2003年に東北大学大
学院工学研究科の助教授、2007年に准教授になった。
2009年に鳥取大学大学院工学研究科の教授となり現在
の活躍につながる。
　現在の研究室は、陳教授と音田哲彦准教授の教員2
名、招聘准教授1名と博士研究員1名の研究員2名をはじ
め、博士後期課程の学生2名、博士前期課程の学生9名、
工学部の4年生7名―計18名の学生で構成されている。

研究内容は幅広い
　研究内容は、マクロおよびミクロの立場から高機能・高

天田財団の平成28年度「重点研究開発助成（B：課題研
究）」のレーザプロセッシング分野で、1,000万円の助成を受
けた鳥取大学大学院工学研究科の陳中春教授の研究室を
訪ねた。研究テーマは「金属3Dプリンタを駆使した高機能金
型やインプラント製品の成形技術の開発」。造形物の機械
的強度だけではなく、造形中の複雑な熱履歴に伴う内部応
力や疲労特性、生体適合性を制御することにより、高機能金
型やインプラント分野での応用を視野に、総合的な製品品
質の最適化手法を構築するという研究となっている。

造形パラメータの最適化を目指し、2017年度までには金型
材料の積層造形、組織の解析、機械的性質の評価を行う。

電子ビーム積層造形でインプラントを作製
　また、長寿大国となった日本では、骨折、転倒、関節疾
患などの運動機能の低下が問題となってきている。それら
の原因で増加が見込まれる要介護支援者に対して、軽量
で非磁性、耐食性、機械的特性、生体適合性を備えた生
体用インプラントが必要になっている。
　そこで、電子ビーム積層造形によるチタン合金多孔質体
の造形、さらにチタン合金との拡散接合によってインプラント
を作製するための加工パラメータの最適化を目指す。研究
では2018年度までに電子ビーム造形による多孔質体の作
製、拡散接合試験、組織や集合組織の解析、機械的性質
等の評価を行う予定。

企業の成長3事業分野への事業展開に資する
　「金属粉末をレーザで焼結、積層造形後はエンドミルによ
る切削仕上げを同一装置内で交互に実行することで精度・
面粗度の限界をマシニングセンタと同等レベルで実現できま
す。それに加え、マシニングセンタでは不可能だった深リブ
加工も可能になります」。
　さらに、型分割、放電加工・電極設計、冷却水管の追
加作成、組立・調整が一切不要となるため、金型設計・
加工時間が大幅に縮小。複雑な金型も分割することなく一
体構造で一気に造形が可能になります。県内企業が医療
機器、自動車、航空機の成長3分野への事業展開に資す
る研究ということで、私たちも加工パラメータの最適化を、
今回の助成期間である2年間でモノにしたい」と陳教授は
抱負を語っている。

品質を引き出すための材料加工プロセスの開発、およびそ
れによる先端機能材料・構造材料の創製。特に、粉体成
形と塑性加工を融合し、材料の成形加工における変形、流
動、反応および相変態を制御することによる熱電変換材料
や複合材料等、様 な々環境調和型材料等に関する基礎研
究・応用研究を行っている。

天田財団から複数回の助成を受ける
　陳教授は2006年に研究テーマ「自動車排気熱発電用
熱電変換材料の押出し成形」で、天田財団の研究助成を
受けており、今回の重点研究開発助成を含めると過去4
回、助成を受けている。
　2016年度の重点研究助成対象となった研究テーマは
「金属3Dプリンタを駆使した高機能金型やインプラント製
品の成形技術の開発」。アディティブマニュファクチャリング
（AM）技術として、製品設計のツールあるいは多品種少
量生産における部品製造でも重要な加工技術として注目が

集まる粉末積層造形技術を用いた研究となっている。

鳥取県戦略産業雇用創造プロジェクトにリンク
　陳教授は「金属3Dプリンターは設備購入費用が高額
なため、実験では鳥取県立産業人材育成センター倉吉
校に設置された、松浦機械製作所製の金属3Dプリンター
『LUMEX Avance-25』を使わせてもらっています。この
設備は、厚生労働省が雇用情勢の厳しい地域において、
地域の課題を解決し、安定的かつ良質な雇用を創造してい
く事業構想に対応したものです。費用の一部を補助する制
度を活用して発足した鳥取県戦略産業雇用創造プロジェク
トが、2013年度から電子・電機産業および素形材等の分
野で、新たな価値創造を目指す人材を育成し、雇用の創
出と県産業の成長による地方創生を目指す目的で導入しま
した。私たちの研究成果もこのプロジェクトをサポートしてお
り、研究には地方創生に貢献するという産学官連携の目的
もあります」と語る。

レーザ積層造形で高機能金型を作製
　研究テーマは、金属3Dプリンターを活用したレーザ積層
造形技術による高機能金型試作と、電子ビーム積層造形に
よるチタン合金の多孔質体の造形による生体用インプラント
製作の2つとなる。
　レーザ積層造形には、マルエージング鋼（18Ni300）の
粒径20～45㎛の粉末を使い、スキージングによってテーブ
ル上に金属粉末を積層。続いてレーザ照射によって金属
粉末を製品形状に焼結する。10層程度積層造形したあと、
金属造形物の輪郭をエンドミルによる高速切削で精密仕上
げ、高機能金型を製作している。
　実験ではレーザ出力、送り速度、スポット径、ピッチなどの

鳥取大学大学院工学研究科 教授  陳 中春 氏

地方創生にも資する研究として期待
金属3Dプリンターを活用、

高機能金型やインプラント製品の成形技術の開発
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特殊偏光と超臨界二酸化炭素雰囲気を組み合わせた加工方法の原理図 偏光モードを研究する実験装置

光学顕微鏡からレーザ深穴加工を研究
　吉木啓介助教は広島大学大学院を卒業したあと、2003
年に大阪大学大学院基礎工学研究科機能創成専攻博士
後期課程に入学した。大阪大学ナノサイエンス・ナノテクノ
ロジー研究推進機構の特任助手（のちに特任助教）を経
て、2009年に工学博士の学位を取得したあとは、兵庫県
立大学工学研究科機械系工学専攻機械知能工学部門の
助教となり、生体、および微小機械の光学顕微計測の研究
に従事。同年から1年間、ケニックス㈱との共同研究を行
い、様 な々光学機器（レーザ加工装置を含む）に着脱可能
な液晶デバイスの開発に取り組んだ。
　2012年には超臨界流体中におけるレーザ深穴加工の研
究を開始、ガラスの深穴加工における性能の向上を確認す
るなどの研究成果をあげている。また、2013年からは耐熱
液晶素子の開発に着手している。

天田財団の平成28年度「重点研究開発助成（B：課題研
究）」のレーザプロセッシング分野で、1,000万円の助成を受
けた兵庫県立大学大学院工学研究科の吉木啓介助教の
研究室を訪れた。研究テーマは「高出力レーザー用液晶素
子と超臨界流体中レーザー加工を用いた金属の高効率超
深穴加工」。この研究は、金属のレーザ深穴加工の加工深
度を著しく深く、かつ、より高効率に行うことを目指している。
吉木助教は、新たに超臨界流体を加工雰囲気とした深穴加
工技術を考案した。

場でそれが簡便に再現できることが必要になるので、加工
と同時に穴開口部を覗くだけで加工状態の適正度合いを
確かめる加工状態のモニタリング原理も併せて確立する。
　100㎛径オーダーの微細深穴加工を最も深く金属に施せ
る加工技術としては、細穴放電加工技術がある。しかし、
加工中の電極の折損などが問題になって、多数の微細穴
加工は困難であり、穴深さもせいぜい十数㎜となっている。
そのため、今回の研究によって100㎛径で1mの深穴加工
が可能となれば、ケタ違いの細径超深穴加工が実現できる
ようになる。
　このような深穴レーザ加工技術を応用すると、例えばター
ビンブレードに精密鋳造等で作られる通気口の代わりにレー
ザ加工によって多数の微細孔の穿孔を行い、この中に超臨
界流体などの冷媒を満たせば、微細深穴に封入された液
体はタービンに発生する巨大な遠心力を受け、自然対流だ
けで高効率な冷却を行うことができる。理論上では1mの
穴1本だけで3kWの冷却も可能になり、同じ除去体積で
比べると、伝熱面積は穴径に反比例して大きくなることから
さらに飛躍的な効率上昇が期待される。また、加工中は流
体による熱の排出効率が高いことから、熱伝導率が低いた
めに機械加工が困難であった金属ガラスなどの難削材が、
他の代替加工手段と比べても、より効率的に加工できる可
能性を持った研究テーマとなっている。
　また、透明材料に対しては、バルク材料中に複雑なマイク
ロ流路を形成することができるため、従来のμTAS作製技
術のような2次元流路の積層化技術を用いずに、より簡便
に自由な流路のレイアウトで3次元流路の作成が可能とな
る。これは、μTASのみならず、様々なマイクロ化学装置の
小型・集積化をもたらし、吉木助教は人工臓器やマイクロ
プラント等を目指している。

　吉木助教の研究グループには現在、本年度の修士2名、
学士3名が在籍し研究に参加している。加工の研究と同時
に高分子圧電マイクロ材料の創成、生体内応力分布の可
視化などの顕微観察技術の開発も行っている。

超臨界二酸化炭素雰囲気中で、
10倍以上の深さまで加工
　重点研究開発助成に採択された研究は、金属のレーザ
深穴加工の加工深度を著しく深く、かつ、より高効率に行う
ことを目指している。
　金属のレーザ深穴加工は正面入射であるため、孔内の
残留加工くず、雰囲気流体の残留気泡による吸収・散乱、
穴開口部に発生する噴流による加工レーザの屈折・散乱、
穴壁面の吸収・散乱の影響をうける。そのため、深穴加工
は非常に困難だった。

　一方、吉木助教は、新たに超臨界流体を加工雰囲気とし
た深穴加工技術を考案。超臨界二酸化炭素をアシスト液と
し、フェムト秒パルスレーザによって透明ガラス材料に対し、
背面照射で加工を行うことで、化学的処理なしで、少なくと
も水中・空気中に比べて10倍以上の穴深さが得られ、ア
スペクト100を超える深穴加工が可能となった。穴径は同一
レーザ加工条件で得られた水中・空気中の加工結果より細
く、かつ深穴加工が進んだ場合でも均一な穴径で、なめら
かな加工面が得られた。また、これらの特徴はより複雑な形
状の穴あけ加工においても発揮された。その理由として、超
臨界流体では、通常の流体では対流が起こらない程の細
い穴内においても対流が起こるため、加工くずが速やかに
排出され、気泡による排出阻害もないことなどがあげられる。
　今回の重点研究開発助成ではさらに、超臨界二酸化炭
素中で金属に対してレーザ深穴加工を行い、理論的には
1mの深穴も加工できる能力を発揮する超深穴加工技術の
開発を目指している。

加工状態のモニタリング原理も同時に研究
　2009年度、天田財団（当時は天田金属加工機械技術
振興財団）の一般研究助成で、ラジアル偏光、アジマス偏
光を含む様々な特殊偏光を生成しうる液晶デバイスを開発
し、レーザ加工に適用し加工効率の向上を図る研究を行っ
た。しかし、その研究は液晶の耐光性不足により失敗に終
わった。そこで、耐熱性を向上させた液晶デバイスを開発
し、本加工法を特殊偏光と組み合わせることで加工効率を
さらに向上させ、孔内部の流動を安定的に維持する機能
を強化する技術を実現。そうすることで、超臨界二酸化炭
素中で超深穴レーザ加工を実現することを目指している。ま
た、実験的に超深穴加工、高効率加工が確認できても、現

レーザ微細深穴加工を研究
透明材料・不透明材料を問わず
細穴加工などへ広く適用を希望

兵庫県立大学大学院工学研究科 助教  吉木 啓介 氏
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天田財団の刊行物

　この号に掲載している「北陸産学交流会」は、昨年の

「九州産学交流会」に続き2回目の産学交流会となりま

す。色々な方々からアイデアを頂戴しながら、企画や準備

を走りながら進め、多くの方のご協力のお陰で無事盛会

に漕ぎ着けたとの思いを強くしました。

　まず「学」の代表として、来賓挨拶を金沢大学の山崎

光悦学長にお願いしたところ「講演もやっても良い」との

ご返事。工学分野専門の学長ということもあり、当初か

ら期待はしていましたが、まさかご当人からそのように仰

せになるとは思わず、びっくりしました。さらに山崎学長か

ら「研究テーマのポスター展をやったらどうか」というアイ

ディアも頂戴しました。

　これに対しては、北陸地域の産学交流会であるので、

富山大学と福井大学にポスター展についてお声掛けする

と、両大学ともすぐに快諾され、短期間に研究テーマポ

スターを作成頂きました。お蔭様で記事でも紹介している

ように、講演会場や懇親会場に18枚のポスターを展示

でき、好評を博したと思っております。

　また、九州産学交流会の時と同様、「優秀板金製品

技能フェア」で厚生労働大臣賞や経済産業大臣賞を受

賞した作品や、北陸地域で日刊工業新聞社賞を受賞し

た作品なども展示することができました。来賓として日刊

工業新聞社の井水治博社長にご出席いただいたので、

「日刊工業新聞社賞」を展示できたのは喜ばしい出来事

でした。

　「産」の代表は、YKK㈱・大谷渡取締副社長にお願

いしました。北陸産学交流会の企画段階のおり、（一社）

富山県機電工業会との打ち合わせ中、「当会の会長が

大谷副社長のため、出席を依頼することができる」とのこ

とで、これもとんとん拍子に事が進みました。

　次回は東海地域の産学交流会を考えております。関係

者の皆様、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

編集後記
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タイトル FTR 
（FORM TECH REVIEW） 助成研究成果報告書 助成研究成果報告書 助成先一覧 パンフレット 

目 的 研究課題の提案 助成事業報告 助成事業報告 助成事業報告 財団概要紹介

表 紙

媒 体 本/1,000部 DVD/800部 本/1,000部 冊子/800部 冊子/1,000部 

内 容

過去の成果報告書か、テー
マに沿って財団の主観で
選考。

1987年度〜最新年度の
研究成果報告書を掲載。
キーワード、研究者等の検
索機能付き。

最新年度に提出された助
成研究成果報告書。

最新年度の助成先一覧。
（平成28年度より顔写真
付き）

天田財団の概要。
（毎年度更新）

発行頻度 年1回/3月末発刊 年1回/11月末発刊 年1回/10月末発刊 年1回/3月末発刊 年1回/11月末発刊

配布時期

1.研究成果発表会 
　①塑性：5月末 
　②レーザ：6月末 
2.定期配布 
　①登録研究者 
　②研究機関・学会 
　③関連部門

1.産学交流会 
　①7月 
　②2月 
2.助成成果発表会 
　①塑性：5月末 
　②レーザ：6月末 
3.定期配布 
　⺠間研究所･開発部

1.助成式典 
　11月末 
2.定期配布 
　①登録研究者 
　②研究機関･学会 
　③関連部門

1.定期配布 
　①登録研究者 
　②研究機関･学会 
　③関連部門

1.都度配布

02	 	「平成28年度助成式典」を開催

04	 	「北陸産学交流会」を開催

07	 平成29年度、天田財団の行事予定

08	 研究室訪問1
	 鳥取大学大学院工学研究科	教授	陳中春	氏

10	 研究室訪問2
	 兵庫県立大学大学院工学研究科	助教	吉木啓介	氏

今回の表紙
❶岡本満夫代表理事理事長（右から2人目）と、平成28年度「重点研究開発助成（A：グループ研究）」
に採択された古島剛東京大学准教授（右）の研究グループ。研究分担者は、清水徹英首都大学東京
大学院助教（左）と吉原正一郎山梨大学大学院准教授（左から2人目）の2名／❷天田財団理事の
渡部武弘千葉大学名誉教授／❸平成28年度助成式典で行われた講演会

❷

❸
❶


